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http://www.basel.co.jp
basel888@outlook.jp
024-644-8272 042-656-6228

代 表 取 締 役
本 社 所 在 地
業 務 内 容
資 本 金
主な販売・受注先
従 業 員 数

渡辺　純
〒192‒0033　東京都八王子市高倉町64-7    
洋菓子製造、販売、飲食
500万円
小売、一般個人
正社員：35名（パート・アルバイト：120名）　平均年齢：29歳

沿 革 創業  昭和42年 　

　「BASEL DELIVERY SERVICE」は、「愛ある味」と「愛

あるひとときの追求」という経営理念の下、作りたてのケーキ、

焼き菓子、デリカテッセン、生花（ブーケ）などの配達サービス

および、高齢者のちょっとしたお困り事をお助けするサービス

を行っています。

　ご要望の時間の2時間前までのご注文で、作りたてのバー

スデーケーキ、ケーキ、デリカテッセン、生花などをご自宅や

会社にお届けします。電話もしくは

WEBでご注文が可能です。特徴

は、八王子市、日野市、国立市全域、

立川市、相模原市、町田市の一部

に無料で配達していることです。そ

の他の地域は有料で配達します。

　最低利用金額の設定がなく、

ケーキ1個からご注文可能です。

自社製造、自社受注システム、自社

配達による一貫したサービスにより、

無料配達が実現しています。

　本来の洋菓子製造・配達だけでなく、高齢者には高枝の

剪定、手の届かない電球の交換、重い荷物の移動等、日常

生活のちょっとしたお困り事にも対応しています。

　近年は、駅から離れているコンビニエンスストア跡地をリノ

ベーションした店舗が好調で、このスタイルの出店は継続し

ていくつもりです。今後も「本物で永続する地域一番店の創

出」を目指して、さまざまなサービスを展開していきます。

有限会社 バーゼル洋菓子店 ～受賞企業の「企業力」の集結が「たまの力」となる～
多摩ブルー・グリーン倶楽部は、受賞企業と選考委員、後援団体による組織です。受賞企業の経営課題の解決と
相互連携および地域経済の振興を目的に設立され、例会や情報交換を通じて会員相互の連携を深めています。

多摩ブルー・グリーン倶楽部紹介

日本古典と感染症

■ 多摩ブルー・グリーン賞受賞者の相互連携による経営課題の解決
■ 地域中小企業の活性化と、経済の振興のための地域貢献
■ 地域企業としての社会的使命の遂行

多摩ブルー・グリーン賞の最優秀賞・優秀賞・多摩みらい賞または特別賞の受賞企業と、
選考委員、支援機関、多摩地域の行政機関（2020年度企業会員数151先）

目 的

構 成 員

本倶楽部は、目的を達成するために次の事業を行います。
■ 多摩ブルー･グリーン賞受賞企業の相互連携による経営課題の解決のための事業
■ 地域中小企業活性化のための企画立案、および経済の振興のための地域貢献事業
■ その他地域経済振興に関する諸事業

事 業 活 動
（主な活動等）

会員企業の「ゆるやかな連携と意義のあるネッ
トワーク構築」を目的として、オンラインで情
報共有・意見交換を行いました。本倶楽部への
参加をきっかけとした経営者間の交流につい
てご紹介いただきました。

参加会員
13社（14名）

実施日
2020年11月25日（水）

電気通信大学との連携による就職交流会を
実施しました。参加会員による事業紹介と学
生との意見交換をオンラインにて行いました。 参加会員

4社

実施日
2020年9月18日（金）

会員企業の従業員（2年目～5年目）向
けに知識習得と参加者間のネットワー
ク形成を目的として実施しました。

参加会員
10社（30名）

実施日
2020年9月4日（金）、10月9日（金）、
 12月1日（火）

［2020年度事業テーマ　1. 新事業・相互理解　2. 人材・福利厚生　3. 社会貢献］

明星大学経営学部の学生にオンライ
ンにて講義を行いました。「ビジネス
モデル」や「事業経営の実態」などに
ついてお話しいただきました。

参加会員
2社

実施日
2020年6月9日（火）、7月21日（火）

事業 1 まなびばたま 事業 2 次世代ネットワーク構築プログラム

事業 3 電気通信大学就職交流会 事業 4 明星大学「中小企業経営論」講義

講　演

多摩ブルー・グリーン倶楽部概要多摩ブルー・グリーン倶楽部概要

2 0 2 0年度の主な活動2 0 2 0年度の主な活動

第二部：第17回多摩ブルー・グリーン賞最優秀賞企業2社によるプレゼンテーション

会 社 概 要

連 絡 先

国文学研究資料館では、「古典籍」と呼ばれる明治より前に作
られた日本の文献資料を多く保存しています。この古典籍と
感染症との関わりを見ていくと、情報伝達・共有の手段が唯
一書物であったと分かります。天災や感染症で社会が壁にぶ
つかった時、かつての日本では書物が人々に生き抜く力を与
えていました。「文学」の中には価値やイノベーションの種が
眠っていることを知る講演となりました。

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館 館長　
ロバート キャンベル氏

おしぼり・帆前掛けのルーツから現在・未来までを
縦断し、企業経営と日本文学研究という異なる立
場からの感性や知識、経験が重なった、非常に価値
のある対談となりました。

日本古典から見た感染症の
ビジネスモデルへの影響

対　談

第一部：会員対談

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 
国文学研究資料館 館長　ロバート キャンベル氏
FSX株式会社 代表取締役社長兼CEO　藤波 克之氏
有限会社エニシング 代表取締役社長　西村 和弘氏

マイクロテック・ラボラトリ一株式会社
代表取締役　二関 智司氏

東京システム運輸ホールディングス株式会社
統括本部 課長　北川 尚信氏

10年で年商30億へ拡大した
ビジネスモデル NetDepot

リアルハプティクス技術（力触覚）搭載のロボット・義手の関節
部分に使用される同社の商品「ダイレクトドライブモータ」の
特徴について説明されました。

機材や倉庫スタッフの共有化、入出荷代行、管理システ
ムの提供などすべてパッケージ化し、付加価値をつけて
販売する仕組みについてお話しいただきました。

第29回 例会 開催日：2020年10月12日（月）

第一部：基調講演

簡単で安全なロボットの実現に求められる
ダイレクトドライブモータ

「心を運ぶ」バーゼルのデリバリサービス作りたてのケーキを配達

多摩
みらい賞
多摩
みらい賞

お客さまと、私たちの気持ちを乗せてお届けする
「心を運ぶ」デリバリーサービス


